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地球環境危機の時代に対応した、
自然の賑わいとともにある
持続可能な循環型都市構造の再生と創造

１００年後のたかつのまちのために

基本理念

「エコシティたかつ」の基本目標

低炭素・省資源社会の実現
私たち一人ひとりが身近なアクションをおこし、
地域／地球の二酸化炭素の削減につなげ、資源を有効に
活用します

緩和策

地域に即した防災まちづくりの推進
深刻化する局地的な豪雨や洪水、渇水に対し、
流域の水循環に即した“水災害適応型都市”づくりを
推進します

適応策

自然共生型都市再生の推進
丘陵などランドスケープを重視した、
生命（いのち）の賑わい豊かな自然共生型の都市再生を
地域から推進します

自然の賑わい

地球温暖化への対策は、大きく分けて以下の２つが

あります。

温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を抑制
すること。

既に起こりつつある、あるいは起こりうる影響に
対して、自然や人間社会のあり方を調整すること。

まず、温室効果ガスの排出を抑制する「緩和」を確

実に進めることが不可欠です。

一方で、厳しく緩和の努力をしても、長期的には温

暖化の影響による豪雨・渇水・土砂災害の規模拡大

を避けることは困難とも予想されるため、特に水災

害等への対処において「適応」が不可欠となります。

現在、我が国は、地球温暖化のみならず、高齢化、

過疎化等の諸課題を抱えています。地域の実情に応

じた賢い適応を進めることは、結果的に地域のあり

方を変え、他の問題の解決をも導く可能性がありま

す。大地のでこぼこを意識しての、まちづくり等を含

む総合的な観点から、長期的視野の下に、安全・安

心な、より豊かな暮らしができる地域社会づくりを

目指すことが重要です。

中・長期的なプロジェクトの案

●小さな循環・生ごみリサイクルシステムの構築

●行政区レベルでの環境マネジメントの実践的な取り組み

●円筒分水、かすみ堤を活かした「緑の回廊」づくりの推進

●複合型氾濫マップ（ハザードマップ）の協働作成

●多摩川崖線の緑の保全・回復・育成を目指した市民協働の取り組み

●仮称「たかつ地域水循環計画」の検討

●仮称「たかつ自然の賑わいづくり計画」の検討

●水の道調査に基づく復元水系図の作成

●自然環境・地域環境に配慮した新たなエコ・コミュニティの検討

●生命地域の視点によるまちづくりの検討

●小流域単位の総合治水の推進

プロジェクトの展開について
「中長期的なプロジェクトの案」は、１２のプロジェクトを基盤に、より中長期的な視点に立って「エコシティたかつ」を

推進するために整理したものです。さらに、より広い議論と検討が必要な課題を「これからの検討課題」として掲げて

います。川崎市の総合計画の見直しに合わせてプロジェクトを確定させていきます。

これからの検討課題

●自然共生型都市再生の推進に向けた区としての総合行政の展開

●都市の農的空間を活かしたまちづくりの推進

●環境負荷の小さい地域交通政策の検討

●環境活動・環境資源の保全に関する新たな資金支援制度の創出

●中長期的な視点からのまちのあり方に関する検討

●環境的視点からの区役所事業の横断的展開

国際交流
「適応」を掲げ、地域レベルで実践している地方自治体はまだ少数です。そこで、海外との意見交換や、海外からの研

修生の受け入れなども、高津区役所では積極的に行っています。

イギリス大使館との意見交換 メキシコからの研修生の受け入れ

緩和

適応

エコシティたかつ 検索

クリック！
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12 のプロジェクト
２００９年度に行った１２のプロジェクトの紹介です。
２０１０年度も引き続き展開していく予定です！

「エコシティたかつ」
応援団登録者の募集

　　　と　　　の印がついているプロジェクトでは、支援ボラン

ティア、参加者、協力者の募集を随時行なっています。メールアド

レスをご登録いただいた方には、イベント情報やボランティア募集

情報などをメールで随時お知らせします。一緒に楽しくエコ活動し

ませんか。詳しくは、裏面のお問い合わせ先にご連絡ください。

　　　プロジェクト支援ボランティア募集事業

　　　プロジェクト参加者・協力者募集事業

地図による地域環境資源の
共有化の促進
● 2000 分の１スケールの立体地形図の作成
● 首都大学東京との連携による
 市民参加型ヒートアイランド調査の実施
● 高津区まちづくり協議会と共同主催で
 高津学「でこぼこワークショップ」の開催

リーディングプロジェクト：１

「エコシティたかつ」×「たちばな農のあるまちづくり」推進フォーラム
「食べる 育てる in たかつ～１００年後のたかつのまちのために～」

再生可能エネルギーの
利用促進
● 区役所屋上に太陽光発電パネル
 を２０１０年に設置予定

「まちなか油田プロジェクト」
の推進に向けた調査･研究
● 区内約３０箇所の拠点で廃食用
 油を回収

● 石けんにかえるなど資源循環の
 しくみづくりを推進

「水と緑でつなぐ
歴史街道花街道」

（緑化推進重点地区計画）の推進

● 高津区役所庁舎の壁面緑化、
 溝口緑地の景観整備

雨水利用の促進
● 区民モニターの募集

● 雨水タンクの設置
 （利用状況などデータの収集）

橘地区の農的資源を活かした
まちづくりの推進
● 地場野菜の販売や商品開発、
 まち歩きイベントなど開催

リーディングプロジェクト：６

学校流域プロジェクト
● 西梶ヶ谷小学校、久地小学校、久本小学校、
 久地小学校でビオトープの再整備や環境
 学習の支援

● 副読本「広げよう つなげよう 生きものの輪
  ～たかつ学校ビオトープ大作戦～」

リーディングプロジェクト：２

緑のカーテン事業の展開
● 講習会、コンテスト、シンポジウムの開催

リーディングプロジェクト：４

エコ・エネライフコンクールなど
普及啓発イベントの実施
● 高津区区民会議と共同主催で
 エコ・エネライフコンクールの開催

リーディングプロジェクト：５

区役所の緑化等、環境技術導入による
エコシティホール化の推進
● コケ植物による屋上緑化、在来種による壁面緑化、
 職員手づくりビオトープなどを区役所庁舎に設置

● 「エコシティホール」ツアーの開催

リーディングプロジェクト：３

「エコシティたかつ」協賛・協力企業
日本理化学工業（株）、（株）富士通ゼネラル、（株）タウンニュース社、株）みつや園、

川崎西ライオンズクラブ、アサヒビール（株）、シップスレインワールド（株）、

川崎信用金庫 高津支店、東京電力（株）、マルイファミリー溝口、（株）モスワールド
（順不同）

join us!!

エコ企業調査プロジェクト
● 区内企業の株式会社ミツトヨに
 協力いただき、試行調査の実施

２０１０年２月２７日（土）高津区役所１階市民ホールにて
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